
 

 

Ｎｏ.27 
北広島市教育委員会だより 

２０２４年３月 
「つなぐ」の名称は、教育委員会の様々な取組を
発信することで、家庭・地域と今まで以上に強く

「つながる」ことを願い名付けたものです。 

  

  

 

 
 
2024 年 2 月 17 日（土）、北広島市東部小学校にて令和 5年度青少年健全育成大会が開

催されました。 
 
令和 5年度は市内の各中学校を代表する生徒が、『今、自分が感じていること、誰かに

伝えたいこと』をテーマに発表をおこなう≪青春メッセージ≫と『いじめについて』をテ
ーマに生徒同士が考えを話し合う≪アンビシャス・フォーラム≫を開催しました。 

≪青春メッセージ≫では、各生徒の発表した内容のタイトルは、「将来の夢と今やるべ

きこと」、「最近夢中になり始めたダンス」、「不安と夢」、「私の漢字」、「今を生きるという
こと」、「普通」でした。中学生が今どのような事を感じているのかを発表を通して聞くこ
とができました。 

≪アンビシャス・フォーラム≫では、「いじめが起きていると気が付いたとき、どのよ
うな事ができるか？」、「学校で「いじめはいけないこと」と皆が思っていることを示すた
めの方法」について話し合いました。また、「各学校でおこなっているいじめ防止の取り

組み」について共有しました。最後には、今日の話し合いを元に各学校で取り組みたい事
の発表をしてもらいました。 

参加していただいた生徒の皆様ありがとうございました。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

青春メッセージ発表生徒            アンビシャスフォーラム参加生徒 

教育支援課 📞011-372-3311（内線 4832） 

つなぐ 
令和５年度青少年健全育成大会の開催 



  

 

4 月は新学期が始まり、小学生などのたくさんの子どもが登下校を始める時期であります

が、交通事故の危険が高まりやすい時期でもあります。 

 
4 月～6月は、全年齢層と比べ、小学生の歩行中の発生月別死者重傷者数が多く、低学年

ほど交通事故が多くなる傾向にあります。特に、14 時から 17 時の時間帯は小学生の歩行
中及び自転車乗用中の死者重傷者数多く危険な時間帯と言えます。 

 
※令和４年版交通安全白書より 

小学生の歩行中の事故の原因として１番多いのが「飛び出し」です。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

※令和４年版交通安全白書より 

市内の小中学校においては、4～6 月に実施する交通安全教室を通じて、道路の歩き方、
自転車の乗り方など、交通ルールを守ることの大切さを伝えています。 

ドライバーの方は車に乗る時は危険予測をしっかり行ってください。子どものいる家庭で
は交通安全について、再度話し合うなど細心の注意を払うよう心がけてみてください。 

教育支援課 📞011-372-3311（内線 4832） 

交通事故に気を付けましょう 



 

●ことば・メッセージ 
【中学生の部】 石狩管内最優秀賞 

「よくきいて 助けを求める 心の声」 
北広島市立東部中学校 ３年 佐藤 佳葉子さんの作品 

【小学生の部】 石狩管内奨励賞 

「友だちの 自分にない良さ 見つけよう」 
北広島市立大曲東小学校 ６年 吉田 煌莉さんの作品 

 

●ポスター・メッセージ 
【中学生の部】  

←石狩管内最優秀賞 

北広島市立広葉中学校２年 

宮島 小夏さんの作品 

 

 

 
 

 

←石狩管内奨励賞 

北広島市立東部中学校１年 

山田 瑠花さんの作品 

 

 
 

 

●写真・メッセージ 
【中学生の部】 

 
 

 

 

 

 

 

→石狩管内奨励賞 

北広島市立東部中学校３年 

田澤 志音さんの作品 

↑石狩管内奨励賞 

北広島市立東部中学校２年 

木村 沙蘭さんの作品 

↑石狩管内奨励賞 

北広島市立東部中学校１年 

中川 陽向さんの作品 

↑全道優秀賞・石狩管内最優秀賞 

北広島市立東部中学校１年 

高畠 さくらさんの作品 

令和５年度 「絆づくりメッセージコンクール」 
～いじめやネットトラブルの根絶を目指して～ 

 

 青少年からいじめやネットトラブルの根絶を目指し、思いやりをもって人と接する社会の実現に向けた意識の

向上を図ることを目的に「北海道いじめ問題対策連絡協議会」主催により「絆づくりメッセージコンクール」が開

催されました。 全道からたくさんの応募があった中、北広島市の小中学生も一生懸命取り組みました。 

取り組んだ全ての子どもたちの作品をお知らせさせていただきたいところですが、入賞した作品をご紹介します。 

 

ことば・ポスター・写真 

様々な表現方法で絆づくりメッセージ 
 

 

問合せ先：教育支援課 内線４８３１ 



時間と気持ちの余裕をつくる 育児の不安や心配は
ありませんか？

子どもたちが生活・学習習慣を身につけることや、

コミュニケーション・好奇心を育む機会も大切にしています。

また、一人ひとりの子どもたちに対する支援だけでなく、

保護者も含めて応援することによって、

各家庭の環境や事情に寄り添いながら、

子どもの成長を支援しております。

充実した
学習サポート 楽しい

食育

正しい
生活リズム

まずはお気軽にご相談ください

分からないところなど個別に

サポート。一人ひとりと向き合

い、課題がある子どもに対して

発達障害などの可能性も考慮し

て支援します。

手洗いや歯磨きの衛生習慣、健全

な生活リズム、あいさつやコミュ

ニケーションといった社会性など

生活習慣を身につけます。
施設内にはキッチンが完備されて

おり、必要に応じた食事の提供

や楽しい食育のメニューも

用意しています。

子どもの学びの機会をつくる

社会とのつながりをつくりたい

不登校（学校が合わない）

お問い合わせ先

QRコード

ただいま令和6年度の利用調整を行っておりますので、
実際のご利用は令和6年4月以降となります！

なお、施設の見学は随時可能となっております。
詳しくは、お問い合わせください！

生活リズム等に課題を抱える児童がいるご家庭への大切なお知らせ

「子ども第三の居場所」として、令和５年８月に開設した児童活動センター（愛称：さとっぴー、
住所：西の里北1丁目2番地3）では、子どもたち、ひとりひとりに沿った支援を行い、社会で自立
できる力を育みます。

安心して子育てができる支援を提供します

利用児童募集

北広島市子育て支援部子ども家庭課 〒061-1192 北広島市中央4丁目2番地1

TEL：011-372-3311 ホームページ：https://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/kosodate/detail/00146275.html

利用は原則無料！送迎付きなので、市内のどこからでも利用可能！！


